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重要無形民俗文化財とは・・・
衣食住、生業、信仰、年
中行事などに関する風俗
慣習、民俗芸能、民俗技
術など、人々が日常生活
の中で生み出し継承してき
た無形の民俗文化財のう
ち、特に重要なものとして国
が指定したものです。
村上祭が指定されれば、
指定件数は合計３０９件と
なり、そのうち、村上祭のよう
に、山車や屋台などが出る
「山・鉾・屋台行事」の指定
は、村上祭が３６件目の指
定となります。

１月１９日（金）、国の文化審議会が開かれ、文部科学大臣に対して、「村上祭の屋台行事」を重要無形
民俗文化財に指定するよう答申されました。
正式には３月上旬に文化庁において指定認定書交付式が行われ、官報告示を以て指定となります。

村上地域まちづくり協議会では、「地域が一体となった祭行事のあるまち」を将来像の一つに掲げ、地域
で村上大祭を支え、継承していく取り組みや、地域住民が村上大祭に参加できる仕組みづくりを進めてい
ます。今回の指定を機にこれらの取り組みがより一層推進されることに期待しています。

詳細は次号（２月１５日発行）にて
お知らせします。



村上地域まちづくり協議会の事業で、町内単位や複数町内の活動を支援する「地域づくり支援事業補助金」

の平成３０年度の申請受付を２月１日（木）から開始します。

今回の募集は、例えば、“美しい町並み事業”のように、毎年継続した活動を４月１日から実施できるよう

にと配慮しているものです。該当する事業がある場合は、各区長さんを通して期限内に申請をお願いします。

詳細（交付要綱、事業事務の流れ、申請書記載例等）は、ホームページをご覧いただくか、協議会事務局

（村上市役所３階 自治振興課内）へお問い合わせください。

なお、５月には二次募集も予定します。

●地域づくり支援事業補助金のメニュー

付記
１ 食糧費（飲食代）及び他の助成対象経費は、すべての対象事業において補助対象外経費とする。
２ 補助事業は、補助金完結ではなく、地域住民が活動主体の全部又は一部を担うものとする。
３ 複数町内で連携する場合は、町内ごとに補助するのではなく、事業に対して補助する。
４ 同一年度内における 1町内の補助金限度額は、設定しない。
５ 補助対象事業費及び補助金額の千円未満の端数については、これを切り捨てる。
６ 事業の運営費等の一切は、主催者が行うものとする。
７ 村上大祭及び七夕祭りにかかる経費については、地域が一体となった祭行事を目指すものとし、屋台の修繕費や
経常的な運営費を除く。

８ 補助期間は平成 29 年度から平成 33 年度までの５年間とする。

対象事業 事業内容 対象事業と要件 補助金の限度額

１ 新しい組織立上げ事業
町内又は複数町内で行う町
内事業活性化や世代間交流
に向けた新たな組織の設置

設置活動費。組織の人数要件は
５人以上とする。１町内１組織に
限る。

初年度：３万円
２年目以降：１万円

２ 子育て支援事業
町内又は複数町内で行う子ど
もの居場所づくり事業

活動費。子どもの年齢は小学６年
生以下とし、活動回数は、年間６
回以上とする、１町内１事業に限
る。

２万円

３ 伝統行事支援事業 伝統行事の受け入れ事業
活動整備費。参加受入は中学生
以下１人以上を含むものとする。１
町内２行事に限る。

１行事１万円

４ 美しい町並み事業 環境整備事業
植栽や清掃などに係る活動整備
費

３万円

５ 元気づくり事業
町内の課題解決や活動の充
実又は活性化につながる事
業

活動整備費。集会施設整備に係
る経費は除く。平成33年度まで1
町内 3事業に限る。

30 万円

【お詫び】
第８５号（１月１５日発行）にてご案内した、小学校お

やじの会冬季合同イベント「冬フェス」は、インフルエ

ンザ流行による複数学級閉鎖により、開催を見合わせま

せた。参加を楽しみにしていた皆様には、大変残念な思

いをさせてしまい、申し訳ございませんでした。


